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1.　タ ラコおよび スジコ の組織構造をしらべ，あ わせ

て酒漬，酢漬による組織変化像を知る ために，モデル実

験 を併用し て検討した。

2.　市販品に酒漬，酢漬処理を行なったも のと，いろ

いろ な濃度 のアルコ~ル または酢酸溶液に浸漬したも の

を供試し た。これ らの材料は固定後，常法に従っ てパ ラ

フ ィンおよび氷 結 切 片 と し， 一般形態，蛋 白質，多糖

類， 脂質 のための特殊染 色をほ,どこし た。

3.　タ ラコ：卵膜は糖蛋白質からな り，浸漬処理によ

っ て構造 が可成 り粗造 となった。核 のＤＮＡ はす でに低

重合化し てい たが，浸漬 による変化 はない。 卵細胞 の皮

質 はアソカノレミン穎粒 ，髄質 はこれとアニリン青 微細穎

粒 で充満し てい るが， グリコーゲン穎粒と脂肪滴 は認 め

られなかった。低 濃度のアル コール および酢酸浸清によ

って，皮 質穎粒 の融合，髄質 穎粒の皮 質への流動，巨 大

空胞の形 成などの著変がみ ら れ た。 70% アルコールと

100％ 酢酸 は組織 に対し て固定 力があるために形 態変化

を示 さなかった。

スジ コ：卵膜 の外側に卵胞膜に類似した組織が観察さ

れた。卵細胞 の皮質には蛋白穎粒 の間に 脂 肪 小滴(中性

脂肪) が多数存在してお り，髄質には巨大脂肪球がある。

さらに，脂肪酸，類脂肪， グリコ ーゲ ンも検出された。

アルコ ール浸漬によって，卵胞膜 の膨化，卵膜粗造，蛋

白穎粒移動 などの変化を みる一方 グリコ ーゲ ン穎粒，脂

肪酸 の消失 も確認 された。


